
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み  き            も  り 
森町森林組合 

春号  
発行日 R2.４.30 

着
実
⡌
三
木
⡏
森
林
⠭
美
林
⡌
加
⡰
⡬ 

 

 

新
⡀
⡋
力
⠭
加
⡰
⡬      

森
林
施
業
係 

高
橋 

佳
成 

常
葉
大
学
の
社
会
環
境
学
部
で
人
と
自
然
の
関
係
性
の
あ
り
方
を
学
ん
で
き
ま
し
た
䣎
林
業
の
道
に
進

も
う
と
決
め
た
の
は
大
学
４
年
目
の
時
䣍
卒
業
論
文
作
成
の
た
め
に
資
料
を
集
め
て
い
る
最
中
に
山
林
で

の
食
害
被
害
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
䣍
そ
れ
を
読
み
䣓
山
の
荒
廃
は
市
町
や
海
の
荒
廃
に
繋
が

る
䣔
と
考
え
た
こ
と
䣎 

 

山
⡏
技
術
⡳
活
⠬
⠸
⡇ 

地
元
建
設
会
社
や
個
人
の
方
か
ら
支
障
木
の
伐
採
作
業
を
行
䣬
て
い
ま
す
䣎
県
道
拡
幅
工
事
で
は
䣍
片
側

交
互
通
行
規
制
で
作
業
し
た
り
䣍
大
型
ラ
フ
タ
䤀
ク
レ
䤀
ン
車
や
高
所
作
業
車
を
使
用
し
た
り
䣍
林
業
機
械

䥹
グ
ラ
䣹
プ
ル
䥺
を
駆
使
し
て
䣍
持
ち
前
の
笑
顔
と
技
術
で
頑
張
䣬
て
い
ま
す
䣎 

令
和
元
年
度
も
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
䣍
無
事
に
事
業
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
䣎
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
䣎 

合
板
・
製
材
生
産
性
強
化
対
策
事
業
・
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業
の
補
助
金
を
活
用
し
て
４
６

䥇
の
間
伐
を
行
い
３
５
２
８
㎥
の
間
伐
材
を
搬
出
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎 

県
営
林
や
演
習
林
の
間
伐
事
業
を
受
注
す
る
こ
と
が
で
き
䣍
１
２
䥇
・
５
２
５
㎥
の
間
伐
材
を
生
産
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎 

一
方
で
䣍
保
育
間
伐
事
業
で
は
静
岡
県
よ
り
治
山(

保
安
林
改
良)

大
日
山
工
事
で
３
４
䥇
䣍
森
の
力
再

生
事
業
で
６
１
䥇
䣍
森
林
整
備
セ
ン
タ
䤀
で
１
２
䥇
の
森
林
が
美
林
に
加
わ
り
ま
し
た
䣎 

                           

ま
た
䣍
早
期
着
手
し
た
令
和
２
年
度
の
２
団
地
で
は
現
在
も
作
業
道
開
設
䣍
間
伐
作
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
䣎
今
年
度
も
計
画
的
か
つ
丁
寧
な
作
業
を
心
が
け
䣍
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
䣎 

 

新
年
度
も
ス
タ
䤀
ト
し
䣍
新
た
な
気
持
ち
で
業
務
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
䣎 

施
業
提
案
の
際
に
は
䣍
疑
問
点
䣍
要
望
等
な
ん
な
り
と
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
䣎 

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 

令
和
元
年
度
は
各
種
補
助
金
事
業
を
活
用
し
て
間
伐
面
積
１
６
６
匝
が
美
林
に
仲
間
入
り
し
８
９
５

４
匴
の
作
業
道
を
開
設
し
な
が
ら
４
１
６
３
㎥
の
間
伐
材
を
搬
出
す
る
劤 

 

 

   

  

 

～ 作 業 風 景 ～ 

も
う
一
つ
は
伊
豆
で
の
ボ
ラ
ン
テ
䣵

ア
で
知
り
合
䣬
た
先
輩
か
ら
山
中
で
の

仕
事
の
楽
し
さ
を
教
え
て
頂
い
た
こ
と

で
す
䣎 

し
か
し
䣍
今
ま
で
の
自
分
は
林
業
の

道
を
進
も
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
と

は
み
じ
ん
も
考
え
て
い
な
か
䣬
た
た

め
䣍
チ
䣷
ン
ソ
䤀
も
刈
払
機
も
使
え
な

い
ほ
ぼ
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
䤀
ト
と
な

り
䣍
現
在
は
払
䣬
た
枝
の
集
積
を
は
じ

め
チ
䣷
ン
ソ
䤀
や
刈
払
機
を
使
わ
な
い

作
業
を
主
に
行
䣬
て
い
ま
す
䣎 

先
輩
方
や
伊
豆
で
の
ボ
ラ
ン
テ
䣵
ア

か
ら
得
た
知
識
や
技
術
を
総
動
員
し
て

山
林
を
守
䣬
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
䣎 

こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
䣎 
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す ぎ 
長さ 
(m) 

末口径 
(cm) 

中 値 
1 本当たり 
単価(円) 

摘   要 

3m 

14 9,000 531 柱目 3.5 寸取 

16～18 12,000 1,044 柱目 4 寸取 

20～ 12,000 1,584 中目 

4m 

14 10,000 780 桁目 3.5 寸取 

16～18 10,500 1,218 桁目 4 寸取 

20～22 13,500 2,376 中目 

24～28 15,000 4,050 中目 

30～34 16,000 - 二番玉節小 

6m 
16～18 13,500 - 通し柱４寸 

20～22 13,500 - 通し柱太角 

ひのき 
長さ 
(m) 

末口径 
(cm) 

中 値 
1 本当たり 
単価(円) 

摘   要 

3m 

14 14,000 826 柱目 3.5 寸取 

16～18 18,000 1,566 柱目 4 寸取 

20～ 15,000 1,980 太角目 

4m 

14 13,000 1,014 土台目 3.5 寸取 

16～18 17,000 1,972 土台 4 寸取 

20～22 17,000 2,992 中目縁甲取 

24～28 17,000 4,590 中目 

30～34 18,000 7,380 二番玉節小 

6m 
16～18 26,000 - 通し柱４寸 

20～22 20,000 - 通し柱太角 

三 木 の 森 林 だ よ り 
～山のことなら何でも森町森林組合に～ 

 

新時代の林業、その名は「スマート林業」 
 

日本だけでなく、世界中で IT 革命が起き色んな分野、業界で電子化が進みました。 
林業でも同じく電子化が進んでおり、高性能な機械が続々と開発されています。 
従来の森林調査といえば人間が複数人で山へ入り、直接メジャーで立木の胸高直径を測り材積あ

るいは本数の確認をおこなっていました。いわゆるアナログ方式です。 
高性能な機械を用いてレーザー照射して森林調査を行う事により時間と人工の圧縮が実現でき、

なによりもデータとして管理する事ができるようになります。つまりデジタル方式、それがスマー

ト林業です。これからの林業にご期待下さい。 

森組からお知らせ 
●組合員名簿等名義変更について 

所有森林で相続・取得・売却等が生

じた際には、組合員名簿及び出資証

券の名義変更等が必要となりますの

で、御連絡下さい。 
 

●職員によるブログについて 

『はまぞう』に組合職員スタッフ

ブログを公開しています。 
 

●新型コロナウイルスへの対策 

新型コロナウイルス感染症の拡大

防止に向け緊急事態宣言の対象が全

国に拡大されています。 

「私は大丈夫」「みんな外出している

から」と不要不急の外出は感染者を

増やしてしまう原因となります。 

今は外出を控え、これ以上の感染

者を増やさないことが重要です。 

 

３つの密を避けましょう！ 

 

①換気の悪い密閉空間 

②多数が集まる密集場所 

③間近で会話や発声をする密接場面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３つの条件がそろう場所がクラス

ター(集団)発生のリスクが高い！新

型コロナウイルスへの対策として、

クラスター(集団)の発生を防止する

ことが重要です。 

日頃の生活の中で３つの「密」が
重ならないよう工夫しましょう。 

 

 
レーザーによる測定方法 

レーザーを照射して立木の位置、本数、胸高 

直径、樹高が計測可能。所要時間は 1人で、 

100 ㎡を約 5分で計測することが出来る。 

 
従来の測定方法 

複数人で林尺を用いて胸高直径を 1本ずつ 

計測する。所要時間は 3人で 100 ㎡を 20 分 

で計測する。 

 


